
 
  



 

 

 



 

 

 



講評 

例年通り、大問 1, 大問 2 は理論・無機、大問 3 は有機、大問 4 は高分子に関する問題であった。 

 

大問 1 は[I]が重水素に関する問題と反応速度に関する問題。落ち着いて誘導に乗れればそれ程難しくはないが、

問 6 で相加平均と相乗平均の関係を用いるなど新傾向の問題もあり、例年よりやや難化したと思われる。[II]は浸透

圧に関する問題。電離を忘れなければ解けたであろう。 

大問 2 は[I]が鉛蓄電池と溶解度積に関する問題、[II]は金属イオンの系統分析の問題。いずれも典型的な問題で、

ここは確実に得点したい。 

大問 3 は芳香族化合物の構造決定の問題。E でケト型エノール型、H でフェノールの配向性を考える必要があり、

例年よりやや難化したと思われる。 

大問 4 は高分子化合物に関する問題。問 9 などの計算問題はやや時間がかかりそうだが、それ以外は典型的な問

題であった。 

 

 難易度はやや難化。問題の量は例年通り時間に対して多めなので時間がかかりそうな問題は後回しにするなどの

工夫が必要。合格には 6 割以上は得点したい。 

 


